
      

 

 

 

 

令和６年度の見附小学校は 

 

 

 見附小学校では、これまで以上に学級づくりに力を入れていこうと考え、「温かい学級づくり」見

附小プランを作成しました。「温かい学級づくり」見附小プランとは、一年間の学校生活のサイクル

と関連付けた学級づくりの目標や取組をまとめたものです。このプランを下敷きにしながら、すべての

学級で担任と子どもたちが協力してよりよい学級を目指します。 

  

Ｑ. どんな学級を目指すの？ 

A．目指す学級は、「温かい学級」です。「温かい学級」とは、次の２点が具現された学級です。 

互いの個性や違いを認め合い、 

心理的安全のある学級 

自分の目標やみんなの目標に向かって、 

建設的に支え合う学級 

 

 

 

 

 

 

Ｑ. どうして学級づくりに力を入れるの？ 

Ａ．自分の考えや思いを伝えたり、自分の力を試したりするには、安心できる 

集団の雰囲気、「ここは自分の居場所だ」という帰属意識が必要だと考えます。  

帰属意識が高まると、自分のためになることはもちろん、みんなのためになる 

ことを考えたり、行動したりしようとする意識も醸成されると考えます。また、い  

い人間関係の中では、互いの意見を尊重しながら折り合いをつけることの大切 

さを学ぶこともできると考えます。 

個々の自己肯定感（ありのままの自分を肯定する感覚）や、自己有用感（誰  

かの役に立っているという感情）といった、自分らしさや自分の成長を実感

す  

るには、自分の頑張りを認めてくれたり、自分に心を寄せてくれたりする「他者の 

存在」が必要です。一人一人の成長を支援していける環境づくりを、すべて 

の教育活動の土台として進めていきます。 

学級づくりと言っても、短期間で実現できるものではありません。学級も失敗や成功を繰り返しな

がら段階的に成長していきます。保護者の皆様には温かく見守っていただくとともに、お気付きの

点は学校にご連絡、ご相談いただきますようお願いいたします。 

 

 

 学級づくりのスタートである４，５月は、居心地のいい、安心できる風土をつくることを全学級の目標にしました。

４月１０日の生活朝会では、「みんなちがって、みんないい」「違うからこそ、自分らしさが輝く」

「いろいろな人がいるからこそ、みんなが安心できるチームづくりに取り組もう」ということを全

校で確認しました。 

 その後、「どんな学級にしたい？」「そのためにどんなルールが必要かな？」と、学級みんなで話し合いました。

大事なことは、自分の思いを伝えること、仲間の思いを否定しないこと、みんなで納得して決める

ことです。じっくり時間をかけて話し合い、みんなが目指す学級像を共有できるように活動しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
   連休に向けて、以下のことを子どもたちに指導します。ご家庭でもお声がけをお願いいたします。  

 

○自転車の走行について 

・ 道路の歩行や自転車走行の際は、決して道路にとび出さないこと。 

・ 止まれの標識がない場所でも、一時停止、左右確認をしっかり行うこと。 

・ 二人乗りや、手放し運転など危険な乗り方をしないこと。 

・ 自転車から離れるときは、鍵の施錠をすること。 

※ 自転車事故による被害を軽減するためにも、ヘルメットの着用をご検討ください。 
 

○お金の使い方、持ち出しはおうちの人としっかりと相談 

・ 子ども同士でものの売り買い、おごり合いはしない。 

・ 買い食いはしない。（保護者が把握しているものは除く） 

・ お金を使うときはおうちの人と相談し、おうちの人に把握してもらう。  
 

しかし、友達におごったり、必要以上の金額を持ち出したり、コンビニで売っているプリペイドカードを買っ

たりしているという事案が学校に届いています。お子さんと今一度お金の使い方、大切さについて、一緒に確認

していただきますようお願いいたします。 
 

    ○連休中に学校の持ち物の確認 

・ 学校に関係のないものは持ってこない。（ランドセルや筆箱等の中身、付けているもの含む） 

      ※大切なものをなくしてしまい、悲しむことがないように、キーホルダー等も同様です。ただし、防犯  

グッズやお守り類は除きます。 

・ 学校への持ち物には記名をする。 

 

 

見附小学校               

生活指導だより 

《連休中の緊急連絡》   

学校携帯 090-6481-0141 または tetoru（テトル） 
 

※交通事故、けがや病気で入院、本人が感染症になった場合など、

緊急の連絡は、学校携帯または、テトルにお願いします。 

※不審者等に遭遇した場合は、まず警察に通報をしてください。 

生活指導部 

令和６年４月２６日 

ルールを守って、仲よくしよう 
４，５月の生活目標 

前のめりになり、学級の在り方について

話し合っている様子 
学級みんなで決めた学級目標。作成過程にも 

子どもたちの協働の姿が感じられます。 

Ａ． 自分の考えや思いを伝えたり、自分の力を試したりするには、安心できる

集団の雰囲気、「ここは自分の居場所だ」という帰属意識が必要だと考えます。  

帰属意識が高まると、自分のためになることはもちろん、みんなのためになるこ

とを考えたり、行動したりしようとする意識も醸成されると考えます。また、いい

人間関係の中では、互いの意見を尊重しながら折り合いをつけることの大切さを

学ぶこともできると考えます。 

個々の自己肯定感（ありのままの自分を肯定する感覚）や、自己有用感

（誰かの役に立っているという感情）といった、自分らしさや自分の成長を実

感するには、自分の頑張りを認めてくれたり、自分に心を寄せてくれたりする「他者

の存在」が必要です。一人一人の成長を支援していける環境づくりを、すべ

ての教育活動の土台として進めていきます。 

 
受け入れて 

もらえる！ 

 
失敗しても 

大丈夫！ 

 ○○はどうかな？ 

 
それ、いいね。そうしたら 

△△っていうのもどう？ 

どうかな？ 

 
じゃあ、 

みんなでやってみようよ！ 

★安全で楽しいゴールデンウイークに★ 


